
香南市公共施設等適正配置に関する方針（たたき台）

１ 公共施設等マネジメント推進業務取組の背景（現状と課題）

（１）公共施設の保有量について

（２）公共施設の老朽化と更新費用について

（３）人口減少等市の課題について

２ 公共施設等マネジメントの基本方針

基本方針１：新たな公共建築物整備の抑制

基本方針２：公共建築物保有量の段階的縮減

基本方針３：公共サービス機能に着目した再配置と未利用

施設の有効活用

基本方針４：公共施設等のライフサイクルコストの最適化

と市民と協働のマネジメント

３ 維持・運営の実施方針

（１）点検・診断等の実施方針

（２）維持管理・修繕の実施方針

（３）安全確保の実施方針

（４）耐震化の実施方針

（５）長寿命化の実施方針

（６）統合や廃止の推進方針

（７）保有する財産（未利用資産等）の活用や処分に関する基本方針

（８）ユニバーサルデザイン化の推進方針

（９）脱炭素化の推進に関する方針

（１０）地方公会計（固定資産台帳等）の活用

（１１）広域連携

（１２）各種関連計画との連携

（１３）総合的かつ計画的な管理を実現するための体制の構築方針
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４ 施設の評価方法（別紙資料１参照）

（１）施設カルテ等による施設の一次評価（定量的評価）

①建物評価

②機能評価

（２）所管課による施設の二次評価（定性的評価）

①公共性について

②有効性について

③代替性について

④まちづくり

（３）施設の総合評価

①所管課意向調査

②適正配置計画判断基準と所管課意向調査結果を踏まえた適正

配置計画の決定

５ 適正配置計画に係る基準案（別紙資料２～４参照）

（１）長寿命化における耐用年数の考え方（別紙資料２参照）

※長寿命化に係る本市の判断基準を統一する。

（２）ライフサイクルコストシミュレーション手法の概要
（別紙資料３参照）

一般財団法人建築保全センター刊行の「平成31年版 建築物の
ライフサイクルコスト」に附属しているデータベース及びLCC計
算プログラムをベースに、複数施設（複数棟）の複数ライフサイ
クル（目標使用年数経過後、除却、同一規模更新、規模縮小更新、
規模拡大更新などへの対応）に対応することとし、建物モデル
（小規模事務庁舎、中規模事務庁舎、大規模事務庁舎など）毎の
ライフサイクルコストを算定することとする。

（３）適正配置計画判断基準案_検討中（別紙資料４参照）

※「建物」及び「機能」別に適正配置計画の判断基準を持ち、
所管課意向調査結果を踏まえた適正配置計画の決定を促す。

６ セグメント分析

（１）公会計に基づくセグメント分析の実施

（２）セグメント分析に基づく施設使用料の検討



７ 公共建築物内訳（普通会計） ８ 集約化・複合化・用途廃止等のイメージ


